
-ビーチクリーンを科学する-

HYBRID SEMINAR

会場とオンラインのハイブリッド開催　参加費無料

「海洋プラスチック研究から考えるビーチクリーンの意義について」
愛媛大学 大学院理工学研究科 生産環境工学専攻 環境建設コース
沿岸環境科学研究センター 環境建設工学コース  教授

■ 講演

2025ハイブリッド交流会

2025 10:30～ 12:25[オンライン]
13:30[会場]

詳細と
参加申込は
QRコードから

主催　公益財団法人かながわ海岸美化財団
TEL  0467-87-5379   E-mail info@bikazaidan.or.jp

 会場：YAMAHA MOTOR Regenerative Lab（リジェラボ）
           (横浜市西区みなとみらい5-1-2 横浜シンフォステージ ウエストタワー 9F)

日本の海洋プラスチック研究の第一人者である愛媛大学
の日向博文先生に世界の最新研究事情を解説していただ
き、私たちの知識をブラッシュアップしていきながら、
科学の目でビーチクリーンする意義を考えていきます。

湘南では1つの海岸から年間に数百キロ，

数十万の海岸利用者のごみが出ている可

能性が高いことが分かりました．

しかしながら，沢山のごみが散らばってい

る海岸は見たことはありません。

どうしてだと思いますか？



ヤマハ発動機株式会社
技術研究本部
共創･新ビジネス開発部 共創推進グループ
臼井優介氏

YAMAHA MOTOR Regenerative Lab（リジェラボ）

「ヤマハ発動機 共創スペース
『リジェラボ』のご紹介と
　ビーチクリーン器具
　開発構想について」

写真左：臼井優介氏

■ 発表1

■ 会場について[会場提供：ヤマハ発動機株式会社] ■ 懇親会について

エコルシェ
地球もわたしも元気になる合同会社
代表
神馬彩夏氏

「マイバッグのその先へ！
　〜消費者の意識改革に
　　向けた挑戦〜」

■ 発表2

リジェラボではワークショップ・カンファレンス・展示・体
験会を通して、ヤマハ発動機の考えに賛同し新たな事業を
「共創」する仲間づくりを行っていきます。
「生成と再生」をコンセプトに、廃材をアップサイクルした
アートワークや家具を設置しており、 来場者が資源循環の面
白さを実感できるよう工夫しています。

会場内にソフトドリンクと軽食等
を用意いたしますので、ご自由に
つまんでいただき、参加者同士で
の交流を楽しんでください。

ぽこぽこバナナミルク
懇親会では、規格外の無農薬バナ
ナと横須賀の関口牧場のミルクで
つくったバナナミルクをエコル
シェさんが提供してくれます。
皆様、是非、ご賞味ください。
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